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a)

ア

トラス全体の水平方向(X方向)の力の釣合い,

の釣合い,支点⑥におけるモーメントの釣合いは,

ΣX = H6 = 0

Σy = V6 + V7 -5P = 0

ΣU = Pι+ 2Pι+ 3Pι+ 5Pι一 V7ι= 0

以上より ,

H6 = 0, V6 =-6P, V7 = 11P
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各部材の軸力は次の通りとなる。
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前問までの解答を踏まえ,部材[亙ヨの応力σqを求めると ,
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( 2 )

ア

図1 2 (b)のモーメント図は次のようになる

M図

モールの定理を用いて求める場合,仮想荷重と支持条件は次のようになる
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片持ちラーメン構造における曲げモーメント図はそれぞれ下図のようにな

る
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ウ.

( a )

部材 OA のたわみδOA お

δOA

部材 AB のたわみδAB お
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( b )

部材

これらを用 いて ,
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(リ

ア

点 A~E間でべノレヌ

となるこ で, hfは摩擦損失水頭, hιは形状損失水頭(=入口損失水こ0

頭十曲がり損失水頭十出口損失水頭)を表す。設問より,両タンクの水位変

化は無視でき,水表面AおよびEでの大気圧はP。なのでυA=UB ,

と置ける

,

イの定理を用いると

0

なる 0

失水頭は

HI- H2 = hf + hι

の平均流速をυとする

れぞれ

,

υ2υ2υ2 U2

hl =κ.2 +Kb-+k。ー=(k'+Kb +k。)ー ・・(4)

(4)式を(2)式に代入し, Uについて解くと平均流速は( 3 ) ,

,

となる

イ

0

(2)

と摩擦損失水頭および形状

Z-

点 A~C 間でべノレヌ

となる 0

頭十曲がり

水表面Aで

でυより UC

υ=

(ι.十ιD而+κ.+ Kb +κ。

2g(H.- H2)

式は

で, hfは摩擦損失水頭, hιは形状損失水頭(=入口損失水
'^^

、^、^

損失水頭)を表す。設問より,タンク1の水位変化は無視でき,

の大気圧はP。なのでυA=0,PA=P。,管内の平均流速は至るところ

υと置ける。また, ZI = HI, Z3 = H3 より(1)式は,^

イの定理を用いると

となる 0 摩擦損失水頭および形状損失水頭はそれぞれ

ιυ2

hf = f-ーー・(3)f- d 2g

υ2 υ2 υ2
(κ. +kb)^hι= Ke^+Kb^= (4)

2g 2g

三巳+ H.=ー+ぞ旦+ H + h + h .,(2)
ρg 2gpg
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( 3 ) , (4)式を(2)式に代入し,点Cでの圧力水頭 PC は
Pg

となる

ウ

0

PC PO
^=^+HI
Pg ρg
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a(絶対圧)

2

2

C(ゲージ圧)

C (ビエゾ)

3

4 e (平行になる)

4

g (差)

5

(きっ水)

m (浮心)

6 0 (約12倍)

ウの計算例

氷の全体積を V,水面上にある氷の体積をⅥとする。氷の比重が0,92,水

の比重が 1.00より,氷にかかる重力および浮力はそれぞれ

重力:0.92 X gv a)

浮力:1.oo x g(V - VD ・・・(2)

となる。設問より重力と浮力は同一鉛直線上にあり つり合っているので

a)=(2),すなわち 0.92 X gv = 1.oo x g(V - VD となる。 の式より
^

、^ ,

上式より氷の全体積の8%が水面上,残りの92%が水面下である。したが0

つて水面下の体積は水面上のΠ.5 (= 0.92V÷0.08V)倍となる。

VI = 得られる.

0ⅥV
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a)

2

産業

3

都市

4

田園都市

5

グリーンベノレト

6

スフ゜ロ ーノレ

7

都市計画

8

市街化

9

市街化調整

10

開発許可

Ⅱ

地区計画

12

生産緑地

スマート Jス、』ーノ弌、ー



(2 )

ア 目的関数

イ 制約条件式:2χ.+χ2 各 20

0雲χ奎9

0壬χ室8

Z = 10χ1 + 20χ2

ウ.最適な士地改良事業実施面積:農地 1 6km2,農地 2

純便益の合計: Z = 10χ.+ 20χ2 = 10 × 6 + 20 × 8 = 220 億円
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( 3 )

水準

0.9

2

3

P(A U B)= P(A)十 P(B)- P(A n B)= 0.フ+ 0.4 -02 = 0.9

37.5

q :交通流率,

Q = KVよりκ器
4

5
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TDM (交通需要マネジメント)

κ:交通密度,

々/V = 1500/40 =

V:空間平均速度とすると

37.5

キ刀


